Stars through a Small Telescope by NK
Title此頃小望遠鏡で面白い星
Author(s)NK




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
；69
此頃小望遠鏡で’面臼い星 r・N’　K　！i
（??）
0蟹座z
　赤経8時4L9分赤緯29つ3’
　42等；6．6等位置角307⊂）　犀巨離31秒
　黄色青のいかにもコントラストの良い封である。2吋で容易。西南にd266なる淡い
　欝かあろ08等：9等距離24秒
○獅子座β　ご．重星
　赤＄養謹王1fi手45．0　　赤緯；｛ヒ150　02’
　2・2等　：8等
　二重ε口言ばれるが極く離れた醤であって。二等星S封1：なるから著しい。俘星の色
　に美しい。
OM　3　N．　G．　C。7089
　赤経13時38，5分赤緯身ヒ280477
　ちよつ定探しにくいがファインダPでこのあナこりた探ぜぼ直き［：見つかろ。槻野の様
　子がMエ3に似て居ろ03吋で星の集合らしく見える。工0吋になろ亡極めて美事な球
　蛎船圖だ。ベイリ・一同［t多数の愛光星な此の内部に資遅し7：0何れも星團型めもので
　あろb
O天秤座α　肉眼的二重星
　赤経14時　46。4分赤緯北　15⊃　42’
　2’9等：5・3等
　離れ六重星であろが客星が淡い爲に肉眠でli・P、困難である。肉眼の好い試瞼星であ
　る。双眼鏡でよく見えろ。
○天秤座β
　赤経15時12・7赤緯南9つ5「
　美しい琶星であるから入れナこ。此の様な美しい異色は小望遠鏡のみによって味ばれる
　Webbの次の文iiよく色潜表して居る。1nser　’i　ecl　f。r　its　beautiful　pale　grn．　hue，　s’ery
　・・usu・1・m。ng・・n・pi・Ll・・s　st・・A・i；d9・p　9・eent　111〈・deeP　1・lue・i・　unlc・。w・t・th・
　n・ked．eye・低倍寧を硬訓ずべし。
0壁高座　δ　∈1954
　赤経15時31・0分　赤緯北ioつ48’
　4．2等：5．2等、　位置タri　182つ距離3，9’s
　美しい二重星だが見にくい星であろ。3吋80倍で二つに見える。見にくければ150倍
　で充分。
○ム憂80．N．　G。　C　6093星團
　赤経16時12、3分赤略章南2］047ノ
　蜴座αSβの間にあり探し1：くい星團であろが。2吋8倍でぼけナこ星Sして認め得
　る。非常に密集しずこ星團で3吋でit小さな彗星の様に見える01860年琵の群の中央近
　くに七等の新星が出現した此の星ばTt命名され7こ今ば全く見えない。
　同じ親野の少しnfl：RSのこ箇の長週：り1攣光星があろが何れも極大9等星であろ
　カ“ら圖｛工のぜない。
　工0吋でも殆んご星に見えないo
Oヘルクレス座μ三重星
　赤添璽17臼善…43・4分　　赤緯1ヒ27047／
　3吋でば3・5等の黄色星ビ9・5等星の青色星に見える。伸星ば位置角［t246り距離33秒
　1：ある。此の二星1工同方向に動いて房る09・5等星の方た1856年に〃ラーク（ソンズ
　　　　　　　　　　　　リ製作者Alvan　c1 ，n　rk）fls7tt”吋の望遽鏡で接近し力二重星なる事な嚢見L7こ。其の後
τケ。
魏測の結果蓮星なる事が分かつナこ週期に約42年S算定されナこ。距離ばL7秒よりO・6
秒に到る現在で［i距離10秒でf置［Sl　240。になって届ろ04吋1狛倍で殆んこご星に見
えかけて居る。今後1931年皇で距離に減少する．o
A．Ctarl〈7ミ呼ばれろ。
　　　　　　　　　　　　光風　の　醇化
アルゲランデ，レ二階法により愛光星の光度目測奄行ふOP［：一光β皆な標準亡するが一光
階の値：が毎口憂化し甚だ頼りないものであるs言ふ人がある。駆詰の性質上声化して
も不思議でにないが自分の経以上より見れば案外一定けこものであろ。1922年5月よ
q光階法による二二々姶め7こが魏測結果より鴇しナ；光芦皆の値：に次の如き攣二二示して
居るom5月0・106月0・OS　7月0・07　8月0・05等
　8」ヨ以來今日迄種々の観測から求め7こ値1ば亭均0・05に一一定し層て居る．o　』比れ力塾ら見
る電経瞼な積めば光階の値［i漸次1二減少するが或程度まで減少すればほy“一定である
ε温えよう、從って光階な使用して安心して光度目測が出來ろ0　0・04乃至0・06以内
の攣化があっナこeしても二個の比較星乙吉つナこ揚餅の決定光度に肉眼観測の精度でit
大けこ影響がない。一光階のO・05匿精密な槻測［t　m射るが少々小さ過ぎて光階ばかり
で槻測出來ぬので不便な事がある。それで伽藍法ε併用してa3　v7　b，　a2bの如き一組
の目測だするっ幾多の便利上光論法の便利なおす㌧めする。三階の攣化ば再び自分で
経出し得ないものであるから今後計測祉始められろ方も注意されん事奄望む。
　　　　　　　　　望遠鏡によ罵攣党星観測
　現今小望遽鏡所有者に亡って淺され7こ殆んご唯一の硯究的魏測は憂光星齪測である
か其の中で門門期の方が研究しがいばあろが初心者にに困難であろ。現今最も盛大：な
のlt長週期及び特殊の不規則星の観測でめうが何れも三二はハーヴアード天文豪に滑
れば世界智慧より集まる材料Sま臨めて直ちに長週期星に封ずる有力なる研究資料ぜ
して居る。憶測にPopular　Astronomyに毎月獲ヂされる。私の所に観測を逡られば
誤なきかぎりハーヴアードに報晋すろ。昨年中［t3名の同志為得てすでに多鼓の観測
た逡り得．た。襯測dらろ、人の最も心配ぜらる判工攣光星用の圖であろらしいが私の
所に殆んご日本にて見得る杢天に亙り約100星のAAVSI⊃唐行の青朝憲匡「がある。私
の使用中のもあるが偉したき希望の方1孟申込みな乞ふ。もつSも冥のカタログば作製
してある。蛤んご湿て2吋3吋の使用［：　r：ふるものであろ。島き望遠鏡匡必要でない。
倍傘30乃至60の経緯儀璽て充分である。上田の宮島氏の如き3吋で13・5等まで達し
て居られる。普通11等；星の観測［［3ili’で容易であろ。土星、木星等を覗く観望1的のも
のよりも同じ時間の費でより牧盆多き灘則に庶事されん事；セ乞ふ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天文璽にて中　村　 要
　　　　　　　　　　　　A・蕊・▽．s・⑪會
　1922年11月より1922年10月に到ろ観測報昏が獲表され層た。現在會員数ば290．名で其
の内観測ぜろ人に約74名であるが最も多く殆んご毎月観測する人ば20名である。既等
の槻測ぜる星ば441箇で17745箇の濁立L7こ目測光度がある。最も多く観測した人に
前年ε同じく・Peltier氏で6吋で3121箇見て居ろ。直島の大部は二人であるが四人の
日本のStンバーがあろ・山本一門1⊥1崎正光・二丁茂・中村要の四氏聯戸田日工主亡
してナツトエー二吋ファイン・ダーで647箇N中村氏に4吋及び10吋で457箇襯測さ
る。此の會は引入船中で匡最も活動して居ろ會で看力なる材料7te提供して居るが襯測
者の割にプログラムが過大な檬に見える。一歳すべき星1工いくらでもある故に更に多
撒の観測者が加ばらん事た望むQ
（??）
